
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の

推
進
を
目
指
し
て

～
大
分
県
日
田
市
～

林間ワサビ圃場

日
田
市
の

森
林・林
業・木
材
産
業

　
日ひ

た田
市
は
北
部
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、周
囲
を
阿
蘇
、く
じ
ゅ
う
山
系
や
英ひ

こ彦
山

系
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
間
の
ま
ち
で
す
。

　
江
戸
時
代
、幕
府
の
直
轄
地
「
天
領
」と
な

り
、経
済
的
な
繁
栄
を
遂
げ
、商
人
資
本
と
幕

府
の
植
林
奨
励
策
に
よ
り
、ス
ギ
の
植
林
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、豊
富
な
森
林

資
源
を
有
す
る
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、市
内
に
は
７
つ
の
原
木
市
場
が
あ

り
、平
日
ほ
ぼ
毎
日
ど
こ
か
で
市
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。市
内
外
か
ら
の
集
荷
能
力
は
高

く
、年
間
取
扱
量
は
50
万
㎥
を
超
え
ま
す
。ま

た
、70
を
超
え
る
製
材
工
場
は
、そ
れ
ぞ
れ
が

得
意
と
す
る
専
門
分
野
に
特
化
し
た
木
材
を

生
産
・
加
工
し
て
お
り
、「
日
田
市
全
体
で
ひ

と
つ
の
大
き
な
製
材
所
」と
例
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、下
駄
や
家
具
、ク
ラ
フ
ト
等
の
木

工
業
も
盛
ん
で
、「
川
上
」か
ら
「
川
下
」ま
で
、

多
様
な
関
連
産
業
が
集
積
し
て
い
る
の
も
本

市
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
有
林
を
活
用
し
た

取
組
に
つ
い
て

　
市
有
林
の
面
積
は
約
１
，６
０
０
ha
で
市

内
一
円
に
分
布
し
て
お
り
、人
工
林
率
が

79
％
と
高
く
、大
半
は
ス
ギ
を
中
心
と
し
た

経
済
林
で
す
。こ
の
う
ち
10
齢
級
以
上
の
人

工
林
は
５
割
を
超
え
て
お
り
、適
切
な
資
源

循
環
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
等
が
散
在
す

る
な
ど
、市
有
林
の
維
持
管
理
に
課
題
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、市
有
林
を
様
々
な
テ
ー
マ

を
持
っ
た
モ
デ
ル
林
と
位
置
づ
け
、ス
ギ・ヒ

ノ
キ
の
木
材
生
産
の
場
だ
け
で
な
く
、様
々

な
産
物
の
生
産
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

目
的
に
、平
成
25
年
度
か
ら
、間
伐
し
た
市
有

林
を
林
間
ワ
サ
ビ
の
圃
場
と
し
て
整
備
し
生

産
者
に
貸
し
出
す
事
業
に
取
り
組
み
、現
在
、

17
の
個
人
や
事
業
者
へ
計
３・
３
５
ha
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、平
成
28
年
度
か
ら
は
、偏
っ
た
樹

種
及
び
齢
級
構
成
の
平
準
化
に
先
導
的
に

取
り
組
み
、植
栽
や
保
育
作
業
な
ど
安
定
的

な
雇
用
の
創
出
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

年
間
約
10 

ha
の
主
伐
を
５
ヶ
年
計
画
で
進
め
、

低
コ
ス
ト
施
業
や
早
生
樹
種
の
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
な
ど
の
モ
デ
ル
林
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
初
年
度
は
、５
箇
所
で
モ
デ
ル
林
の
整
備

を
行
い
、こ
の
う
ち
、２
箇
所
は
低
コ
ス
ト
施

市有林を活用した低コスト施業モデル林
（伐採から造林までの一貫作業と低密度植栽の実証）

大分県
日田市
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面積	 66,603ha
　森林面積	 55,072ha
　うち私有林	 48,758ha
　私有林率	 89％

１．

2．

日田市の森林



高性能林業機械による間伐

日田市林業振興課 Facebook
でも情報発信をしています！

業
を
テ
ー
マ
と
す
る
、伐
採
か
ら
造
林
ま
で

の
一
貫
作
業
と
低
密
度
植
栽
及
び
下
刈
り
方

法
の
実
証
の
場
と
し
ま
し
た
。今
後
、生
存
率

や
樹
高
調
査
に
よ
り
検
証
を
行
っ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、国
内
で
森
林
認
証
を
取
得
す

る
動
き
が
活
発
化
す
る
中
、大
分
県
と
本
市

を
含
む
県
内
４
市
、７
森
林
組
合
等
で
構
成

す
る
大
分
森
林
認
証
協
議
会
に
お
い
て
、今

年
３
月
に
県
営
林
や
市
有
林
等
の
県
内
約

２
万
ha
の
森
林
で
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
証
を
取
得
し

ま
し
た
。

　
今
後
も
市
有
林
を
モ
デ
ル
林
と
し
て
活
用

し
、そ
の
成
果
が
私
有
林
の
森
林
づ
く
り
に

（別表）森林整備事業への市独自の上乗せ助成

※ 6 年生を対象とした下刈りの定額補助　100 千円／ ha（市）

区　分 国 県 県
（上乗） 市 森林再生

基金 計

植　栽
（再造林）

低コスト
（疎植）

51
％

17
％

15% 10% 7％
程度 100%

広葉樹
2 割を含む 5% 10% 5％

程度 88%

広葉樹のみ 5% 15% 88%

除間伐 切　捨 5% 13% 86%
搬　出 － 0～13％ 68～81%

下刈（1～5年生） － 27% 95%
シカネット 5% 22% 95%

路　網 森林作業道 － 8% 76%

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。森

林
整
備
事
業
へ
の

独
自
の
上
乗
せ
助
成
に
つ
い
て

　
健
全
な
森
林
づ
く
り
を
す
す
め
、森
林
の

有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た

め
、国・県
の
森
林
整
備
事
業
等
に
よ
る
再
造

林
や
除
間
伐
、路
網
整
備
等
を
対
象
に
市
の

補
助
金
を
上
乗
せ
し
、森
林
所
有
者
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
（
別
表
）。

　
特
に
、伐
採
後
の
再
造
林
に
つ
い
て
の
支

援
を
手
厚
く
し
て
主
伐
・再
造
林
を
推
進
し

て
お
り
、大
分
県
森
林
再
生
機
構

が
積
み
立
て
た
森
林
再
生
基
金

に
よ
る
助
成
と
併
せ
て
、標
準
的

な
事
業
地
で
あ
れ
ば
、シ
カ
害
対

策
の
ネ
ッ
ト
設
置
や
下
刈
り
を

行
っ
て
も
所
有
者
の
負
担
は
ご

く
わ
ず
か
と
な
る
支
援
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
策
に
よ
り
、平

成
28
年
度
は
再
造
林
が
１
６
０

ha
、間
伐
が
５
８
５
ha
実
施
さ
れ

る
な
ど
、私
有
林
に
お
い
て
公
益

的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林

整
備
が
進
み
ま
し
た
。

担
い
手
の
確
保・育
成
に
つ
い
て

　
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
労
働
人
口
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
中
、本
市
に
お
い
て
も
、林
業

の
担
い
手
の
確
保
・育
成
は
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、林
業
退
職
者
共
済
や
中
小
企
業

退
職
者
共
済
の
掛
け
金
へ
の
助
成
（
掛
け
金

の
３
分
の
１
以
内
）な
ど
に
よ
る
福
利
厚
生
の

充
実
や
、林
業
へ
の
就
業
を
目
指
す
１
年
間
の

研
修
制
度
「
お
お
い
た
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」

の
受
講
者
に
対
す
る
交
通
費
の
助
成
（
１
，

０
０
０
円
／
日
）と
い
っ
た
市
独
自
の
支
援
に

よ
り
、林
業
の
担
い
手
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
市
で
は
、地
域
の
豊
富
な
森
林
資
源
か
ら

得
ら
れ
る
利
益
を
最
大
化
す
る
と
と
も
に
適

正
に
配
分
し
、山
元
へ
還
元
す
る
こ
と
で
林

業
地
「
日
田
」の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、大

径
材
の
利
用
促
進
や
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、

家
具
な
ど
高
付
加
価
値
商
品
へ
の

活
用
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
林
業
・
木
材
産

業
関
係
者
と
一
緒
に
、「
林
業
・
木

材
産
業
の
集
積
地
『
日
田
』に
お
け

る
木
材
の
総
合
利
用
の
推
進
」の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

出荷者
森林所有者または素材生産者

森林所有者

原木市場
（集金業務）

再造林
助成金

原木の
安定供給

製材工場等

森林再生基金
大分県森林再生機構

森林・林業・木材産業に関する団体
によって組織し、森林再生基金の適
正かつ円滑な運営を図るための機構
です。

協力金
（20円/㎥）

協力金
（10円/㎥）

協力金
（20円/㎥）

※	

こ
の
度
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
心
よ
り
深
く
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

	

１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
林
野
庁
と
し
て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県補助金
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3．

4．5．

伐採（主伐）
の促進

再造林の
確実な実行

資源の
循環

原木（市場外流通）

原木原木

森林再生基金の仕組み


